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(57)【要約】
【課題】生体データの信頼性を評価する技術を提供する
。
【解決手段】生体データ測定装置は、第１の生体データ
を取得する第１の取得部と、前記第１の生体データの測
定日時を含む所定期間内に測定された第２の生体データ
を取得する第２の取得部と、前記第１の生体データの信
頼性が高いか低いかを判断する第１の判断部と、前記第
１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかに応
じて、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを
判断する第２の判断部と、前記第２の生体データの信頼
性が高いまたは低いの何れかに応じて、前記第２の生体
データの信頼性が高いまたは低いの何れかを前記第２の
生体データに関連付けるデータ処理部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者の第１の生体データを取得する第１の取得部と、
　前記第１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された前記対象者の第２の生
体データを取得する第２の取得部と、
　前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第１の判断部と、
　前記第１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第１の判断結果に応じ
て、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第２の判断部と、
　前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の判断結果に応じ
て、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータを前記第２の
生体データに関連付けるデータ処理部と、
　を備える生体データ測定装置。
【請求項２】
　前記第１の生体データと前記第２の生体データは異なる種類の生体データである、請求
項１に記載の生体データ測定装置。
【請求項３】
　前記第１の取得部は、前記第１の生体データとして前記対象者の心電に関するデータを
取得し、
　前記第２の取得部は、前記第２の生体データとして前記対象者の血圧に関するデータを
取得する、
　請求項１に記載の生体データ測定装置。
【請求項４】
　前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータと関連付けられ
た前記第２の生体データを出力するデータ出力部をさらに備える、請求項１に記載の生体
データ測定装置。
【請求項５】
　前記第２の生体データの信頼性が低いことを示す前記第２の判断結果に応じて、前記対
象者の状態を改善させる支援の実行を指示する信号を出力する信号出力部をさらに備える
、請求項１に記載の生体データ測定装置。
【請求項６】
　前記データ処理部は、前記第２の生体データの信頼性が高いことを示すデータと関連付
けられた前記第２の生体データを出力対象に分類し、前記第２の生体データの信頼性が低
いことを示すデータと関連付けられた前記第２の生体データを非出力対象に分類する、請
求項１に記載の生体データ測定装置。
【請求項７】
　前記データ処理部は、前記第２の生体データの信頼性が低いことを示すデータと関連付
けられた前記第２の生体データを破棄する、請求項６に記載の生体データ測定装置。
【請求項８】
　前記第１の生体データと比較する予め定められた参照データを取得する第３の取得部を
さらに備え、
　前記第１の判断部は、前記第１の生体データを前記参照データと比較し、前記第１の生
体データと前記参照データとの比較結果に基づいて、前記第１の生体データの信頼性が高
いか低いかを判断する、
　請求項１に記載の生体データ測定装置。
【請求項９】
　対象者の第１の生体データを取得する第１の取得過程と、
　前記第１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された前記対象者の第２の生
体データを取得する第２の取得過程と、
　前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第１の判断過程と、
　前記第１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第１の判断結果に応じ
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て、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第２の判断過程と、
　前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の判断結果に応じ
て、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータを前記第２の
生体データに関連付けるデータ処理過程と、
　を備える生体データ処理方法。
【請求項１０】
　請求項１から８のうちの何れか１項に記載の生体データ測定装置が備える各部の処理を
コンピュータに実行させる生体データ処理のためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、生体データ測定装置、生体データ処理方法及び生体データ処理のためのプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　心電及び血圧などの人間の生体から取得される生体データの活用が期待されている。特
許文献１は、心電波形に基づいて人間の緊張状態を推定する技術を開示している。
【０００３】
　緊張状態に測定された心電波形は、身体に異変が発生しているか否かに関わらず特徴的
な波形となるので、身体の異変の診断に有益とはいえない。そのため、緊張状態に測定さ
れた心電波形は、身体の異変の診断という観点では、信頼性の低いデータである。他方、
安静状態に測定された心電波形は、身体に重大な異変が発生していれば特徴的な波形とな
るので、身体の異変の診断に有益といえる。そのため、安静状態に測定された心電波形は
、身体の異変の診断という観点では、信頼性の高いデータである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１６９８８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、生体データによっては、対象者の状態が安静状態か緊張状態かに応じて
変動するだけでなく、安静状態であっても身体の異変に敏感に反応するものもある。その
ため、安静状態に測定された生体データであっても、緊張状態に測定されたものとして誤
って評価される可能性がある。このような生体データの信頼性を適切に評価することは、
生体データに基づいて人間の緊張状態を推定するだけでは難しい。
【０００６】
　本発明の目的は、上記事情に着目してなされたもので、生体データの信頼性を評価する
技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の第１の態様は、対象者の第１の生体データを取得する第１の取得部と、前記第
１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された前記対象者の第２の生体データ
を取得する第２の取得部と、前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第
１の判断部と、前記第１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第１の判
断結果に応じて、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第２の判断部
と、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の判断結果に応
じて、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータを前記第２
の生体データに関連付けるデータ処理部とを備える生体データ測定装置である。
　例えば、対象者の状態が安静状態か緊張状態かに応じて変動するだけでなく、安静状態
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であっても身体の異変に敏感に反応する生体データがある。他方、対象者の状態が安静状
態か緊張状態かに応じて変動するが、身体に発生した異変が軽度であれば安静状態ではそ
れほど反応しない生体データがある。前者の生体データは、対象者の身体の異変に影響さ
れやすいので、対象者の状態の評価に適していない。そのため、前者の生体データは、対
象者の状態に応じた信頼性の評価に適していない。後者の生体データは、対象者の身体の
異変に頻繁には影響を受けないので、対象者の状態の評価に適している。そのため、後者
の生体データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適している。生体データ測定装置
は、後者の生体データを第１の生体データ、前者の生体データを第２の生体データとして
用いることで、第２の生体データの信頼性を直接的に評価することが難しくても、間接的
に第２の生体データの信頼性を評価することができる。
【０００８】
　本開示の第２の態様は、上記第１の態様において、前記第１の生体データと前記第２の
生体データが異なる種類の生体データであるようにしたものである。
　異なる種類の生体データは、対象者の状態によっては、異なる変動特性を示す。生体デ
ータ測定装置は、信頼性の評価に適している生体データを第１の生体データとして用いる
ことで、第２の生体データの間接的な信頼性の評価精度を向上させることができる。
【０００９】
　本開示の第３の態様は、上記第１の態様において、前記第１の取得部が、前記第１の生
体データとして前記対象者の心電に関するデータを取得し、前記第２の取得部が、前記第
２の生体データとして前記対象者の血圧に関するデータを取得するようにしたものである
。
　心電データは、対象者の身体の異変に頻繁には影響を受けないので、対象者の状態の評
価に適している。そのため、心電データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適して
いる。血圧データは、対象者の身体の異変に影響されやすいので、対象者の状態の評価に
適していない。そのため、血圧データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適してい
ない。生体データ測定装置は、血圧データの信頼性を直接的に評価することが難しくても
、心電データを用いて、間接的に血圧データの信頼性を評価することができる。
【００１０】
　本開示の第４の態様は、上記第１の態様において、前記第２の生体データの信頼性が高
いまたは低いの何れかを示すデータと関連付けられた前記第２の生体データを出力するデ
ータ出力部をさらに備えるようにしたものである。
　生体データ測定装置は、信頼性データと関連付けられた第２の生体データを医師に提供
することで、医師による診断を支援することができる。医師は、第２の生体データの信頼
性を確認することで、第２の生体データを対象者の診察に活用するか否かを容易に判断す
ることができる。
【００１１】
　本開示の第５の態様は、上記第１の態様において、前記第２の生体データの信頼性が低
いことを示す前記第２の判断結果に応じて、前記対象者の状態を改善させる支援の実行を
指示する信号を出力する信号出力部をさらに備えるようにしたものである。
　生体データ測定装置は、対象者への緊張状態の緩和を支援することで、信頼性の高い第
２の生体データを測定することができる。
【００１２】
　本開示の第６の態様は、上記第１の態様において、前記データ処理部が、前記第２の生
体データの信頼性が高いことを示すデータと関連付けられた前記第２の生体データを出力
対象に分類し、前記第２の生体データの信頼性が低いことを示すデータと関連付けられた
前記第２の生体データを非出力対象に分類するようにしたものである。
　生体データ測定装置は、全ての第１の生体データを出力する必要がないので、通信に関
する負荷を軽減することができる。医師は、信頼性の高い第２の生体データの提供を受け
るので、第２の生体データが対象者の診察に有益な信頼性の高いデータか否かの確認作業
を省略することができる。
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【００１３】
　本開示の第７の態様は、上記第６の態様において、前記データ処理部が、前記第２の生
体データの信頼性が低いことを示すデータと関連付けられた前記第２の生体データを破棄
するようにしたものである。
　生体データ測定装置は、信頼性の低い血圧データを破棄することで、メモリ資源を有効
に活用することができる。
【００１４】
　本開示の第８の態様は、上記第１の態様において、前記第１の生体データと比較する予
め定められた参照データを取得する第３の取得部をさらに備え、前記第１の判断部が、前
記第１の生体データを前記参照データと比較し、前記第１の生体データと前記参照データ
との比較結果に基づいて、前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断するよう
にしたものである。
　生体データ測定装置は、参照データを用いることで、第１の生体データの信頼性が高い
か低いかを精度良く判断することができる。
【００１５】
　本開示の第９の態様は、対象者の第１の生体データを取得する第１の取得過程と、前記
第１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された前記対象者の第２の生体デー
タを取得する第２の取得過程と、前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断す
る第１の判断過程と、前記第１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第
１の判断結果に応じて、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第２の
判断過程と、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の判断
結果に応じて、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータを
前記第２の生体データに関連付けるデータ処理過程とを備える生体データ処理方法である
。
　第９の態様によれば、生体データ処理方法は、上述の第１の態様と同様の効果を得るこ
とができる。
【００１６】
　本開示の第１０の態様は、第１の態様から第８の態様のうちの何れかの生体データ測定
装置が備える各部の処理をコンピュータに実行させる生体データ処理のためのプログラム
である。
　第１０の態様によれば、生体データ処理のためのプログラムは、上述の第１の態様と同
様の効果を得ることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、生体データの信頼性を評価する技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る測定装置の適用例を模式的に示す図。
【図２】本実施形態に係る生体データ管理システムの全体構成を例示する図。
【図３】本実施形態に係る測定装置のハードウェア構成を例示するブロック図。
【図４】本実施形態に係る測定装置のソフトウェア構成を例示するブロック図。
【図５】本実施形態に係る測定装置における信頼性判断動作を例示するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本開示に係る実施の形態（以下、「本実施形態」とも表記する）を、図面に基づ
いて説明する。ただし、以下で説明する本実施形態は、あらゆる点において例示に過ぎな
い。なお、以降、説明済みの要素と同一または類似の要素には同一または類似の符号を付
し、重複する説明については基本的に省略する。
【００２０】
　§１　適用例　
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　本実施形態は、生体データの信頼性を評価し、信頼性に関するデータを生体データに関
連付ける技術である。
　図１は、測定装置Ａ１の適用例を模式的に示す図である。
　測定装置Ａ１は、心電測定部Ａ１１及び血圧測定部Ａ１２を備える。心電測定部Ａ１１
は、測定装置Ａ１を装着する対象者の心電を測定する。血圧測定部Ａ１２は、測定装置Ａ
１を装着する対象者の血圧を測定する。
【００２１】
　測定装置Ａ１は、心電測定部Ａ１１による対象者の心電の測定に基づいて、対象者の心
電データを取得する。測定装置Ａ１は、血圧測定部Ａ１２による対象者の血圧の測定に基
づいて、心電データの測定日時を含む所定期間内に測定された対象者の血圧データを取得
する。測定装置Ａ１は、心電データの信頼性が高いか低いかを判断する。例えば、測定装
置Ａ１は、心電データに基づいて対象者の状態を判断し、対象者の状態に応じて、心電デ
ータの信頼性が高いか低いかを判断する。測定装置Ａ１は、心電データの信頼性が高いま
たは低いの何れかを示す第１の判断結果に応じて、血圧データの信頼性が高いか低いかを
判断する。測定装置Ａ１は、血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の
判断結果に応じて、信頼性データを血圧データに関連付ける。信頼性データは、血圧デー
タの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す。測定装置Ａ１は、携帯端末Ａ２を介して、
信頼性データと関連付けられた血圧データをＰＨＲ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈｅａｌｔｈ　
Ｒｅｃｏｒｄｓ）サーバＡ３へ送信する。ＰＨＲサーバＡ３は、測定装置Ａ１で測定され
た各人の血圧データを信頼性データと関連付けて管理するサーバである。
【００２２】
　このように、測定装置Ａ１は、生体データの信頼性を評価することができる。
【００２３】
　§２　構成例　
　＜生体データ管理システム＞　
　図２は、生体データ管理システム１００の全体構成を例示する図である。生体データ管
理システム１００は、各人の生体データを管理するためのシステムである。
　生体データ管理システム１００は、測定装置１、携帯端末２、ＰＨＲサーバ３及びＥＨ
Ｒ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｒｅｃｏｒｄｓ）サーバ４を備える。携帯端
末２、ＰＨＲサーバ３及びＥＨＲサーバ４は、互いにネットワークを介して通信可能であ
る。例えば、ネットワークは、インターネットである。
【００２４】
　測定装置１は、測定装置１を装着する対象者の生体の物理量を測定する装置である。測
定装置１は、少なくとも２種類の異なる物理量を測定する。例えば、測定装置１は、心電
及び血圧を測定する。測定装置１は、対象者の生体の物理量を示す生体データを測定する
。生体データの一例は、心電を示すデータである。心電を示すデータは、心電データとも
いう。例えば、心電データは、測定期間における心電の変動を示す波形データである。こ
れに代えて、心電データは、測定期間における心電の特徴量を示すデータであってもよい
。例えば、特徴量は、ピーク値であるが、これに限定されない。心電は、Ｐ波であっても
、Ｒ波であっても、Ｓ波であってもよく、限定されない。生体データの別の例は、血圧を
示すデータを含む。血圧を示すデータは、血圧データともいう。例えば、血圧データは、
血圧測定時における収縮期血圧ＳＢＰ（Ｓｙｓｔｏｌｉｃ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒ
ｅ）の値及び拡張期血圧ＤＢＰ（Ｄｉａｓｔｏｌｉｃ　Ｂｌｏｏｄ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）
の値を示すデータである。これに代えて、血圧データは、測定期間におけるＳＢＰ及びＤ
ＢＰの変動を示す波形データであってもよい。測定装置１は、生体データ測定装置ともい
う。
【００２５】
　携帯端末２は、測定装置１から心電データ及び血圧データを取得し、心電データ及び血
圧データをＰＨＲサーバ３へ提供する装置である。例えば、携帯端末２は、スマートフォ
ンまたはタブレットであるが、これらに限定されない。携帯端末２は、生体データ提供装
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置の一例である。
【００２６】
　ＰＨＲサーバ３は、測定装置１で測定された各人の生体データを管理するサーバである
。ＰＨＲサーバ３は、携帯端末２から各人の生体データを収集する。これに代えて、ＰＨ
Ｒサーバ３は、測定装置１から直接、各人の生体データを収集してもよい。医師は、ＰＨ
Ｒサーバ３で管理されている生体データを各人の診察に活用することができる。
【００２７】
　ＥＨＲサーバ４は、医師による各人の診察に関するデータを管理するサーバである。Ｅ
ＨＲサーバ４は、医師がＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）を用いて入力する
電子カルテと連携して、各人の診察に関するデータを管理する。診察に関するデータは、
診察データともいう。
【００２８】
　診察データは、各人の生体の物理量を示す参照データを含む。参照データは、後述する
ように、測定装置１で取得される生体データの信頼性が高いか低いかの判断に用いられる
データである。参照データは、各人の安静状態で測定されたデータである。参照データは
、医師に正常と判断されたデータということもできる。診察データは、各人の心電に関す
る予め定められた第１の参照データを含む。第１の参照データは、後述するように、測定
装置１で取得される心電データの信頼性が高いか低いかの判断に用いられる。第１の参照
データは、異なる時間帯に測定された複数の参照データを含んでいてもよい。例えば、第
１の参照データは、午前の時刻における測定に基づく参照データ及び午後の時刻における
測定に基づく参照データを含む。一つの理由は、心電データの傾向が時間帯よって異なる
からである。第１の参照データが複数の参照データを含むことで、心電データの信頼性が
高いか低いかの判断精度は高まる。同様に、診察データは、各人の血圧に関する予め定め
られた第２の参照データを含む。第２の参照データは、後述するように、測定装置１で取
得される血圧データの信頼性が高いか低いかの判断に用いられる。第２の参照データは、
異なる時間帯に測定された複数の参照データを含んでいてもよい。例えば、第２の参照デ
ータは、午前の時刻における測定に基づく参照データ及び午後の時刻における測定に基づ
く参照データを含む。一つの理由は、血圧データの傾向が時間帯よって異なるからである
。第２の参照データが複数の参照データを含むことで、血圧データの信頼性が高いか低い
かの判断精度は高まる。
【００２９】
　＜測定装置＞　
　　［ハードウェア構成］　
　図３は、測定装置１のハードウェア構成を例示するブロック図である。
　測定装置１は、プロセッサ１０１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０
２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、記憶装置１０４、通
信インタフェース１０５、入力部１０６、表示部１０７、音声出力部１０８、心電測定部
１０９及び血圧測定部１１０を備える。各要素は、互いに電気的に接続されている。なお
、図３では、通信インタフェースを、「通信Ｉ／Ｆ」と記載している。
【００３０】
　プロセッサ１０１は、測定装置１の各要素を制御する。例えば、プロセッサ１０１は、
ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）であるが、これに限定され
ない。プロセッサ１０１は、記憶装置１０４に格納された測定装置１を実行させるための
プログラムをＲＡＭ１０３に展開する。そして、プロセッサ１０１がＲＡＭ１０３に展開
されたプログラムを解釈及び実行することで、プロセッサ１０１は、各種動作を実行可能
である。
【００３１】
　記憶装置１０４は、いわゆる補助記憶装置である。例えば、記憶装置１０４は、内蔵ま
たは外付けのフラッシュメモリなどの半導体メモリであるが、これらに限定されない。記
憶装置１０４は、プロセッサ１０１で実行されるプログラムを記憶する。なお、プログラ
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ムは、予め記憶装置１０４に記憶されていてもよい。プログラムは、ネットワークを介し
て測定装置１にダウンロードされてもよい。プログラムは、非一時的なコンピュータ可読
媒体に記憶され、流通していてもよい。
　記憶装置１０４は、後述する心電測定部１０９で測定された測定日時（測定タイミング
）の異なる複数の心電データを記憶する。記憶装置１０４は、後述する血圧測定部１１０
で測定された測定日時の異なる複数の血圧データを記憶する。
【００３２】
　通信インタフェース１０５は、測定装置１を他の装置と通信可能に接続するためのイン
タフェースである。通信インタフェース１０５は、近距離無線通信方式用のモジュールを
含む。近距離無線通信方式は、例えばブルートゥース（登録商標）による通信方式である
が、これに限定されない。通信インタフェース１０５は、近距離無線通信方式を用いて、
携帯端末２と直接的に通信する。なお、通信インタフェース１０５は、移動通信（３Ｇ、
４Ｇなど）及びＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
などのための各種無線通信方式用のモジュールを含んでいてもよい。この場合、通信イン
タフェース１０５は、携帯端末２を介することなく、ＰＨＲサーバ３及びＥＨＲサーバ４
と通信することができる。
【００３３】
　入力部１０６は、対象者の入力による指示を受け付ける装置である。例えば、入力部１
０６は、タッチパネル及び操作キーを含むが、これらに限定されない。入力部１０６は、
対象者の入力による指示に応じた信号をプロセッサ１０１へ出力する。なお、入力部１０
６は、対象者の操作に基づく入力による指示を受け付ける装置に限定されるものではなく
、対象者の音声に基づく入力による指示を受け付ける装置であってもよい。
【００３４】
　表示部１０７は、情報を表示する装置である。例えば、表示部１０７は、液晶ディスプ
レイであるが、これに限定されない。
【００３５】
　音声出力部１０８は、音声を出力する装置である。例えば、音声出力部１０８は、スピ
ーカであるが、これに限定されない。
【００３６】
　心電測定部１０９は、測定装置１を装着する対象者の心電を測定する装置である。例え
ば、心電測定部１０９は、２つの電極を備える。心電測定部１０９は、２つの電極におけ
る対象者の接触に応じて、２つの電極間に発生する電位差に基づいて対象者の心電を測定
する。例えば、心電測定部１０９は、対象者が２つの電極に接触している期間、対象者の
心電を測定する。心電測定部１０９は、心電データを測定する毎に、心電データを記憶装
置１０４に保存する。心電データは、心電の測定日時を示すデータを含む。心電の測定日
時は、測定装置１に実装される時計機能によって検出される。
【００３７】
　血圧測定部１１０は、測定装置１を装着する対象者の血圧を測定する装置である。例え
ば、血圧測定部１１０は、カフ、ポンプ及び圧力センサを備える。カフは、血圧を測定す
る対象者の被測定部位に巻き付けて装着可能な帯状で構成されている。カフは、空気袋を
備える。ポンプは、空気袋を膨らませるために、空気袋の内部に空気を供給する。圧力セ
ンサは、空気袋内の圧力を測定する。血圧測定部１１０は、圧力センサで測定されるデー
タに基づいて、血圧を測定する。
【００３８】
　血圧測定部１１０は、血圧データを測定する毎に、血圧データを記憶装置１０４に保存
する。血圧測定部１１０は、血圧測定時におけるＳＢＰの値及びＤＢＰの値を取得する。
これに代えて、血圧測定部１１０は、血圧測定指示によらず、対象者の血圧を１拍毎に連
続的に測定してもよい。血圧測定部１１０は、血圧測定期間におけるＳＢＰの値及びＤＢ
Ｐの値を取得する。
【００３９】
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　血圧測定部１１０は、血圧データを記憶装置１０４に保存する。血圧データは、血圧の
測定日時を示すデータを含む。血圧の測定日時は、測定装置１に実装される時計機能によ
って検出される。
【００４０】
　なお、血圧測定部１１０は、上述の圧力に基づいて血圧を測定する方式以外の方式によ
り、血圧を測定してもよい。例えば、血圧測定部１１０は、光、電波または超音波を対象
者の血管に当て、その反射波に基づいて血圧を測定する光学方式、電波方式または超音波
方式を用いてもよい。
【００４１】
　なお、測定装置１の具体的なハードウェア構成に関して、実施形態に応じて、適宜、構
成要素の省略、置換及び追加が可能である。例えば、測定装置１は、複数のプロセッサを
含んでもよい。
【００４２】
　　［ソフトウェア構成］　
　図４は、測定装置１のソフトウェア構成を例示するブロック図である。
　プロセッサ１０１は、第１の取得部１０１１、第２の取得部１０１２、第３の取得部１
０１３、第１の判断部１０１４、第２の判断部１０１５、データ処理部１０１６、データ
出力部１０１７及び信号出力部１０１８を実装する。
【００４３】
　第１の取得部１０１１について説明する。第１の取得部１０１１は、以下に例示するよ
うに、対象者の第１の生体データを取得する。ここでは、心電データを第１の生体データ
の例として説明する。第１の取得部１０１１は、記憶装置１０４に記憶されている対象者
の複数の心電データから、心電データを一つずつ取得する。第１の取得部１０１１は、心
電データを第２の取得部１０１２、第１の判断部１０１４へ出力する。
【００４４】
　第２の取得部１０１２について説明する。第２の取得部１０１２は、以下に例示するよ
うに、第１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された対象者の第２の生体デ
ータを取得する。ここでは、第１の生体データと第２の生体データが異なる種類の生体デ
ータであるものとする。血圧データを第２の生体データの例として説明する。まず、第２
の取得部１０１２は、第１の取得部１０１１から心電データを受ける。次に、第２の取得
部１０１２は、心電データから心電の測定日時を示すデータを取得する。次に、第２の取
得部１０１２は、心電の測定日時を含む所定期間内に測定された対象者の血圧データを記
憶装置１０４から取得する。第２の取得部１０１２は、血圧データをデータ処理部１０１
６へ出力する。
【００４５】
　第３の取得部１０１３について説明する。第３の取得部１０１３は、以下に例示するよ
うに、心電データと比較する予め定められた第１の参照データを取得する。まず、第３の
取得部１０１３は、通信インタフェース１０５を介して、対象者の第１の参照データの要
求をＥＨＲサーバ４へ出力する。第３の取得部１０１３は、任意のタイミングで要求をＥ
ＨＲサーバ４へ出力することができる。要求は、対象者を特定する識別情報を含む。次に
、第３の取得部１０１３は、通信インタフェース１０５を介して、要求に対する応答とし
て、第１の参照データをＥＨＲサーバ４から受ける。第３の取得部１０１３は、第１の参
照データを第１の判断部１０１４へ出力する。
【００４６】
　第１の判断部１０１４について説明する。第１の判断部１０１４は、以下に例示するよ
うに、心電データの信頼性が高いか低いかを判断する。
　一例では、第１の判断部１０１４は、心電データを第１の参照データと比較し、心電デ
ータと第１の参照データとの比較結果に基づいて、心電データの信頼性が高いか低いかを
判断する。この例では、まず、第１の判断部１０１４は、第１の取得部１０１１から心電
データを受ける。第１の判断部１０１４は、第３の取得部１０１３から第１の参照データ
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を受ける。次に、第１の判断部１０１４は、心電データを第１の参照データと比較する。
例えば、第１の判断部１０１４は、心電データの波形データを第１の参照データの波形デ
ータと比較する。なお、第１の判断部１０１４は、第１の参照データに含まれる複数の参
照データのうち、心電の測定日時に近い参照データを用いることが好ましい。次に、第１
の判断部１０１４は、心電データと第１の参照データとの比較結果に基づいて、心電デー
タの信頼性が高いか低いかを判断する。例えば、第１の参照データに対する心電データの
乖離度合が閾値未満である場合、第１の判断部１０１４は、心電データが対象者の安静状
態で測定されたデータであると判断する。一つの理由は、心電データが対象者の安静状態
で測定されると、第１の参照データに対する心電データの乖離度合が小さいからである。
これにより、第１の判断部１０１４は、心電データが対象者の安静状態で測定されたデー
タであるため、心電データの信頼性が高いと判断する。対象者の安静状態で測定された心
電データは、信頼性の高いデータであり、医師にとって診察における利用価値の高いデー
タである。他方、第１の参照データに対する心電データの乖離度合が閾値以上である場合
、第１の判断部１０１４は、心電データが対象者の緊張状態で測定されたデータであると
判断する。一つの理由は、心電データが対象者の緊張状態で測定されると、第１の参照デ
ータに対する心電データの乖離度合が大きいからである。これにより、第１の判断部１０
１４は、心電データが対象者の緊張状態で測定されたデータであるため、心電データの信
頼性が低いと判断する。対象者の緊張状態で測定された心電データは、異常なデータであ
り、対象者の診察に用いるデータには向かない信頼性の低いデータである。そのため、信
頼性の低いデータは、医師にとって診察における利用価値の低いデータである。なお、心
電データと第１の参照データとの比較は種々の手法を用いてよく、限定されない。
【００４７】
　別の例では、第１の判断部１０１４は、心電データに基づいて、心電データの信頼性が
高いか低いかを判断する。この例では、まず、第１の判断部１０１４は、第１の取得部１
０１１から心電データを受ける。次に、第１の判断部１０１４は、心電データに基づいて
、対象者の状態を判断する。例えば、対象者の状態は、安静状態または緊張状態の何れか
の状態である。第１の判断部１０１４は、心電波形に基づいて、心電データが対象者の安
静状態または緊張状態の何れの状態で測定されたデータであるのかを判断する。なお、心
電データに基づく対象者の状態の判断は種々の手法を用いてよく、限定されない。第１の
判断部１０１４は、心電データが対象者の安静状態で測定されたデータであると判断した
場合、心電データの信頼性が高いと判断する。他方、第１の判断部１０１４は、心電デー
タが対象者の緊張状態で測定されたデータであると判断した場合、心電データの信頼性が
低いと判断する。
【００４８】
　第１の判断部１０１４は、第１の判断結果を生成する。第１の判断結果は、心電データ
の信頼性が高いまたは低いの何れかを示す。第１の判断部１０１４は、第１の判断結果を
第２の判断部１０１５へ出力する。
【００４９】
　第２の判断部１０１５について説明する。第２の判断部１０１５は、以下に例示するよ
うに、第１の判断結果に応じて、血圧データの信頼性が高いか低いかを判断する。まず、
第２の判断部１０１５は、第１の判断部１０１４から第１の判断結果を受ける。次に、第
２の判断部１０１５は、第１の判断結果の内容を解析する。第２の判断部１０１５は、心
電データの信頼性が高いことを示す第１の判断結果の取得に応じて、血圧データの信頼性
が高いと判断する。一つの理由は、心電データが対象者の安静状態で測定されると、血圧
データも対象者の安静状態で測定されるからである。対象者の安静状態で測定された血圧
データは、信頼性の高いデータであるといえる。他方、第２の判断部１０１５は、心電デ
ータの信頼性が低いことを示す第１の判断結果の取得に応じて、血圧データの信頼性が低
いと判断する。一つの理由は、心電データが対象者の緊張状態で測定されると、血圧デー
タも対象者の緊張状態で測定されるからである。対象者の緊張状態で測定された血圧デー
タは、信頼性の低いデータであるといえる。
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【００５０】
　第２の判断部１０１５は、第２の判断結果を生成する。第２の判断結果は、血圧データ
の信頼性が高いまたは低いの何れかを示す。第２の判断部１０１５は、第２の判断結果を
データ処理部１０１６及び信号出力部１０１８へ出力する。
【００５１】
　データ処理部１０１６について説明する。データ処理部１０１６は、以下に例示するよ
うに、第２の判断結果に応じて、血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデ
ータを血圧データに関連付ける。血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデ
ータは、信頼性データともいう。まず、データ処理部１０１６は、第２の取得部１０１２
から血圧データを受ける。データ処理部１０１６は、第２の判断部１０１５から第２の判
断結果を受ける。データ処理部１０１６は、第２の判断結果の内容を解析する。データ処
理部１０１６は、第２の判断結果に応じて、血圧データの信頼性が高いことを示す信頼性
データまたは血圧データの信頼性が低いことを示す信頼性データを生成する。データ処理
部１０１６は、信頼性データを血圧データに関連付ける。例えば、データ処理部１０１６
は、信頼性データを血圧データに付加（ラべリング）することで、信頼性データを血圧デ
ータに関連付ける。データ処理部１０１６は、信頼性データと関連付けられた血圧データ
をデータ出力部１０１７へ出力する。
【００５２】
　データ出力部１０１７について説明する。データ出力部１０１７は、以下に例示するよ
うに、信頼性データと関連付けられた血圧データを出力する。まず、データ出力部１０１
７は、データ処理部１０１６から、信頼性データと関連付けられた血圧データを受ける。
次に、データ出力部１０１７は、通信インタフェース１０５を介して、信頼性データと関
連付けられた血圧データをＰＨＲサーバ３へ出力する。これにより、ＰＨＲサーバ３は、
血圧データを信頼性データと関連付けて管理することができる。
【００５３】
　信号出力部１０１８について説明する。信号出力部１０１８は、以下に例示するように
、血圧データの信頼性が低いことを示す第２の判断結果に応じて、対象者の状態を改善さ
せる支援の実行を指示する支援信号を出力する。支援信号は、対象者の緊張状態を和らげ
る支援の実行の指示を含む。まず、信号出力部１０１８は、第２の判断部１０１５から第
２の判断結果を受ける。次に、信号出力部１０１８は、第２の判断結果の内容を解析し、
血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを判断する。第２の判断結果が血圧データ
の信頼性が低いことを示す場合、信号出力部１０１８は、支援信号を出力する。他方、第
２の判断結果が血圧データの信頼性が高いことを示す場合、信号出力部１０１８は、支援
信号の出力を省略する。
【００５４】
　例えば、信号出力部１０１８は、表示部１０７及び音声出力部１０８の少なくとも何れ
か一方へ支援信号を出力する。表示部１０７は、支援信号に基づいて、対象者へ緊張状態
を和らげるメッセージの画面を表示する。音声出力部１０８は、支援信号に基づいて、対
象者へ緊張状態を和らげるメッセージを音声で出力する。メッセージは、対象者の緊張状
態を和らげる内容であればよく、限定されない。対象者は、メッセージにより、安静状態
ではないことを認識し、安静状態になるように努めることができる。なお、信号出力部１
０１８は、支援信号を表示部１０７及び音声出力部１０８以外の要素へ出力してもよい。
信号出力部１０１８は、対象者に外部刺激を与える支援提供装置へ支援信号を出力しても
よい。例えば、支援提供装置は、外部刺激として、心拍に比べて低周波の振動を対象者へ
与えてもよい。
【００５５】
　§３　動作例　
　＜測定装置＞　
　[信頼性判断動作]　　
　図５は、測定装置１における信頼性判断動作を例示するフローチャートである。なお、
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以下で説明する処理手順は一例に過ぎず、各処理は可能な限り変更されてよい。また、以
下で説明する処理手順については、適宜、ステップの省略、置換及び追加が可能である。
【００５６】
　第１の取得部１０１１は、対象者の心電データを取得する（ステップＳ１０１）。ステ
ップＳ１０１では、第１の取得部１０１１は、例示したように、記憶装置１０４から対象
者の心電データを取得する。第１の取得部１０１１は、心電データを第２の取得部１０１
２及び第１の判断部１０１４へ出力する。
【００５７】
　第２の取得部１０１２は、対象者の心電データの測定日時を含む所定期間内に測定され
た対象者の血圧データを取得する（ステップＳ１０２）。ステップＳ１０２では、第２の
取得部１０１２は、例示したように、心電データの測定日時を参照し、記憶装置１０４か
ら対象者の血圧データを取得する。第２の取得部１０１２は、データ処理部１０１６へ出
力する。
【００５８】
　第１の判断部１０１４は、心電データの信頼性が高いか低いかを判断する（ステップＳ
１０３）。ステップＳ１０３では、第１の判断部１０１４は、例示したように、心電デー
タに基づいて、心電データの信頼性が高いか低いかを判断する。第１の判断部１０１４は
、第１の判断結果を第２の判断部１０１５へ出力する。
【００５９】
　第２の判断部１０１５は、血圧データの信頼性が高いか低いかを判断する（ステップＳ
１０４）。ステップＳ１０４では、第２の判断部１０１５は、例示したように、第１の判
断結果に応じて、血圧データの信頼性が高いか低いかを判断する。第２の判断部１０１５
は、第２の判断結果をデータ処理部１０１６及び信号出力部１０１８へ出力する。
【００６０】
　データ処理部１０１６は、信頼性データを血圧データに関連付ける（ステップＳ１０５
）。ステップＳ１０５では、データ処理部１０１６は、例示したように、第２の判断結果
に応じた信頼性データを生成し、信頼性データを血圧データに関連付ける。データ処理部
１０１６は、信頼性データと関連付けられた血圧データをデータ出力部１０１７へ出力す
る。
【００６１】
　データ出力部１０１７は、信頼性データと関連付けられた血圧データを出力する（ステ
ップＳ１０６）。ステップＳ１０６では、データ出力部１０１７は、例示したように、通
信インタフェース１０５を介して、信頼性データと関連付けられた血圧データを外部装置
へ出力する。
【００６２】
　信号出力部１０１８は、血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを判断する（ス
テップＳ１０７）。ステップＳ１０７では、信号出力部１０１８は、例示したように、第
２の判断結果に基づいて、血圧データの信頼性が高いまたは低いの何れかを判断する。血
圧データの信頼性が高い場合（ステップＳ１０７，Ｎｏ）、プロセッサ１０１は、信頼性
判断動作を終了する。血圧データの信頼性が低い場合（ステップＳ１０７，Ｙｅｓ）、信
号出力部１０１８は、支援信号を出力する（ステップＳ１０８）。ステップＳ１０８では
、信号出力部１０１８は、例示したように、表示部１０７及び音声出力部１０８などの少
なくとも何れかへ支援信号を出力する。
【００６３】
　プロセッサ１０１は、記憶装置１０４から対象者の心電データを取得する毎に、上述の
信頼性判断動作を繰り返し実行することができる。
【００６４】
　なお、ステップＳ１０５において、データ処理部１０１６は、血圧データの信頼性が高
いことを示す信頼性データと関連付けられた血圧データを出力対象に分類してもよい。他
方、データ処理部１０１６は、血圧データの信頼性が低いことを示す信頼性データと関連
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付けられた血圧データを非出力対象に分類してもよい。この例では、データ処理部１０１
６は、血圧データを出力対象または非出力対象の何れかに分類し、血圧データを記憶装置
１０４に保存する。ステップＳ１０６において、データ出力部１０１７は、出力対象に分
類された血圧データを出力する。他方、データ出力部１０１７は、非出力対象に分類され
た血圧データの出力を省略する。
【００６５】
　なお、ステップＳ１０５において、データ処理部１０１６は、血圧データの信頼性が低
いことを示す信頼性データと関連付けられた血圧データを破棄してもよい。この例では、
データ処理部１０１６は、血圧データの信頼性が低いことを示す信頼性データと関連付け
られた血圧データを記憶装置１０４から消去する。そのため、データ出力部１０１７は、
血圧データの信頼性が低いことを示す信頼性データと関連付けられた血圧データの出力を
省略する。
【００６６】
　§４　作用・効果
　以上説明したように、本実施形態では、測定装置１は、第１の生体データの信頼性に基
づいて、第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す信頼性データを第２
の生体データに関連付けることができる。
　例えば、対象者の状態が安静状態か緊張状態かに応じて変動するだけでなく、安静状態
であっても身体の異変に敏感に反応する生体データがある。他方、対象者の状態が安静状
態か緊張状態かに応じて変動するが、身体に発生した異変が軽度であれば安静状態ではそ
れほど反応しない生体データがある。前者の生体データは、対象者の身体の異変に影響さ
れやすいので、対象者の状態の評価に適していない。そのため、前者の生体データは、対
象者の状態に応じた信頼性の評価に適していない。後者の生体データは、対象者の身体の
異変に頻繁には影響を受けないので、対象者の状態の評価に適している。そのため、後者
の生体データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適している。測定装置１は、後者
の生体データを第１の生体データ、前者の生体データを第２の生体データとして用いるこ
とで、第２の生体データの信頼性を直接的に評価することが難しくても、間接的に第２の
生体データの信頼性を評価することができる。
【００６７】
　さらに、本実施形態では、第１の生体データと第２の生体データは、異なる種類の生体
データである。
　異なる種類の生体データは、対象者の状態によっては、異なる変動特性を示す。測定装
置１は、信頼性の評価に適している生体データを第１の生体データとして用いることで、
第２の生体データの間接的な信頼性の評価精度を向上させることができる。
【００６８】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、第１の生体データとして対象者の心電データ
を取得し、第２の生体データとして対象者の血圧データを取得することができる。
　心電データは、対象者の身体の異変に頻繁には影響を受けないので、対象者の状態の評
価に適している。そのため、心電データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適して
いる。血圧データは、対象者の身体の異変に影響されやすいので、対象者の状態の評価に
適していない。そのため、血圧データは、対象者の状態に応じた信頼性の評価に適してい
ない。測定装置１は、血圧データの信頼性を直接的に評価することが難しくても、心電デ
ータを用いて、間接的に血圧データの信頼性を評価することができる。
【００６９】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、信頼性データと関連付けられた第２の生体デ
ータを出力することができる。
　測定装置１は、信頼性データと関連付けられた第２の生体データを医師に提供すること
で、医師による診断を支援することができる。医師は、第２の生体データの信頼性を確認
することで、第２の生体データを対象者の診察に活用するか否かを容易に判断することが
できる。
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【００７０】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、第２の生体データの信頼性が低いことを示す
第２の判断結果に応じて、支援信号を出力することができる。
　測定装置１は、対象者への緊張状態の緩和を支援することで、信頼性の高い第２の生体
データを測定することができる。
【００７１】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、第２の生体データの信頼性が高いことを示す
信頼性データと関連付けられた第２の生体データを出力対象に分類することができる。他
方、測定装置１は、第２の生体データの信頼性が低いことを示す信頼性データと関連付け
られた第２の生体データを非出力対象に分類することができる。
【００７２】
　測定装置１は、全ての第１の生体データを出力する必要がないので、通信に関する負荷
を軽減することができる。医師は、信頼性の高い第２の生体データの提供を受けるので、
第２の生体データが対象者の診察に有益な信頼性の高いデータか否かの確認作業を省略す
ることができる。
【００７３】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、血圧データの信頼性が低いことを示す信頼性
データと関連付けられた血圧データを破棄することができる。
　測定装置１は、信頼性の低い血圧データを破棄することで、メモリ資源を有効に活用す
ることができる。
【００７４】
　さらに、本実施形態では、測定装置１は、第１の生体データと参照データとの比較結果
に基づいて、第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断することができる。
　測定装置１は、参照データを用いることで、第１の生体データの信頼性が高いか低いか
を精度良く判断することができる。
【００７５】
　§５　変形例　
　（５－１　変形例１）　
　本実施形態では、第１の取得部１０１１が第１の生体データとして心電データを取得し
、第２の取得部１０１２が第２の生体データとして血圧データを取得する例について説明
したが、これに限定されない。第１の取得部１０１１は、第１の生体データとして血圧デ
ータを取得してもよい。第２の取得部１０１２は、第２の生体データとして心電データを
取得してもよい。この例では、第３の取得部１０１３は対象者の血圧に関する第２の参照
データを取得し、第１の判断部１０１４は、血圧データを第２の参照データと比較しても
よい。
【００７６】
　第１の取得部１０１１は、第１の生体データとして心電及び血圧以外の生体の物理量を
示すデータを取得してもよい。第２の取得部１０１２は、第２の生体データとして第１の
生体データとは異なる生体の物理量を示すデータを取得してもよい。
【００７７】
　（５－２　変形例２）　
　なお、本実施形態では、測定装置１は、２つの異なる物理量に関する生体データを測定
しているが、これに限定されない。測定装置１は、３つの異なる物理量に関する生体デー
タを測定してもよい。この例では、測定装置１は、第１の生体データの信頼性及び第２の
生体データの信頼性に基づいて、第３の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを
示す信頼性データを第３の生体データに関連付けてもよい。
【００７８】
　（５－３　変形例３）　
　本実施形態では、第１の生体データと第２の生体データは異なる種類の生体データであ
るものとして説明したが、これに限定されない。第１の生体データと第２の生体データは
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、同種の生体データであってもよい。例えば、第１の生体データと第２の生体データは共
に血圧データであるが、これに限定されない。この例では、第１の生体データの測定方式
と第２の生体データの測定方式が異なる方が好ましいが、同じであってもよい。例えば、
第１の生体データは、光学式センサにより測定される生体データであってもよい。第２の
生体データは、腕にカフを巻き付ける上腕式血圧計により測定される生体データであって
もよい。第１の生体データと第２の生体データは、同一の装置で測定されてもよい。第１
の生体データと第２の生体データは、異なる装置で測定されてもよい。
【００７９】
　（５－４　変形例４）　
　要するにこの発明は、本実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、本実施形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、本実
施形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる
実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００８０】
　§６　付記　
　本実施形態の一部または全部は、特許請求の範囲のほか以下の付記に示すように記載す
ることも可能であるが、これに限定されない。
　（付記）　
　対象者の第１の生体データを取得する第１の取得部（１０１１）と、
　前記第１の生体データの測定日時を含む所定期間内に測定された前記対象者の第２の生
体データを取得する第２の取得部（１０１２）と、
　前記第１の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第１の判断部（１０１４）と
、
　前記第１の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第１の判断結果に応じ
て、前記第２の生体データの信頼性が高いか低いかを判断する第２の判断部（１０１５）
と、
　前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示す第２の判断結果に応じ
て、前記第２の生体データの信頼性が高いまたは低いの何れかを示すデータを前記第２の
生体データに関連付けるデータ処理部（１０１６）と、
　を備える生体データ測定装置（１）。
【符号の説明】
【００８１】
　１…測定装置、２…携帯端末、３…ＰＨＲサーバ、４…ＥＨＲサーバ、１００…生体デ
ータ管理システム、１０１…プロセッサ、１０２…ＲＯＭ、１０３…ＲＡＭ、１０４…記
憶装置、１０５…通信インタフェース、１０６…入力部、１０７…表示部、１０８…音声
出力部、１０９…心電測定部、１１０…血圧測定部、１０１１…第１の取得部、１０１２
…第２の取得部、１０１３…第３の取得部、１０１４…第１の判断部、１０１５…第２の
判断部、１０１６…データ処理部、１０１７…データ出力部、１０１８…信号出力部、Ａ
１…測定装置、Ａ２…携帯端末、Ａ３…ＰＨＲサーバ、Ａ１１…心電測定部、Ａ１２…血
圧測定部。
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